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日
本
に
は
現
在
、
氷
河
は
存
在
し
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
流
動
を
と
も
な
う

よ
う
な
本
格
的
な
氷
河
は
、
ま
だ
確
認
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
日
本
ア
ル
プ
ス
や
日
高
山
脈
に
は
、
典
型
的
な
氷
河
地
形
で
あ
る
圏
谷
（
カ

ー
ル
）
が
見
ら
れ
る
。
圏
谷
は
、
谷
頭
部
の
山
腹
が
氷
河
に
よ
って
浸
食
さ
れ
て
で
き
た
、

お
椀
型
の
凹
地
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
氷
河
の
痕
跡
を
示
す
重
要
な
地
形
で
あ
り
、
日
本
に

も
か
つ
て
氷
河
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
知
ら
れ
て
い
る

。
ま
た
、
圏
谷
は
雪

が
吹
き
溜
ま
る
た
め
に
雪
渓
が
で
き
や
す
く
、
冬
季
に
降
っ
た
雪
が
夏
季
に
も
少
し
ず
つ

残
り
、
万
年
雪
や
越
年
氷
と
な
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。

そ
う
し
た
雪
渓
の
中
で
も
と
り

つ
るB
さ
わ

わ
け
有
名
な
も
の
は
、
北
ア
ル
プ
ス
の
剣
沢
谷
頭
に
残
る「
は
ま
寸
り
雪
」
と
、
北
海
道

の
大
雪
山
に
あ
る
「
雪
壁
雪
渓
」
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
冬
季
に
は
積
雪
深
が
二
十
灯
を
超

え
、
時
に
は
四
十
灯

に
も
及
ぶ
場
所
で
あ
る
。
気
温
の
上
昇
す
る
夏
季
に
も

一部
は
融
け

残
り
、
秋
季
に
は
結
氷
し
て
、
そ
の
上
に
ま
た
雪
が
積
も
る
。
こ
の
繰
り
返
し
に
よ
っ
て

多
年
氷
が
で
き
上
が
る
の
で
あ
る。

氷
河
地
形
で
あ
る
圏
谷
と
、
冬
季
の
大
量
の
雪
に
よ
っ
て
生
じ
る
雪
渓
と
の
関
係
は
、

そ
の
ま
ま
人
工
氷
河
建
設
の
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る

。

つ
ま
り
、
圏
谷
と
雪
渓
の
残
る

地
点
で
、
人
工
的
に
条
件
を
整
え
て
や
れ
ば
、
多
年
氷
の
規
模
を
更
に
超
え
て
、
自
然
流

動
を
始
め
る
よ
う
な
本
格
的
な
氷
河
を
生
み
出
す
、
』
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う

。

そ
こ
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ1
ム
は
、
名
古
屋
大
学
水
圏
科
学
研
究
所
の
樋
口
敬
二
所
長

の
指
導
の
も
と
に
、
ま
ず
人
工
氷
河
を
建
設
す
る
に
相
応
し
い
場
所
の
検
討
を
行
っ
た

。

そ
の
結
果
、
谷
頭
に
「
は
ま
ぐ
り雪
」
が
あ
り
、
そ
の
少
し
下
流
に
も
大
き
な
雪
渓
を
有

す
る
北
ア
ル
プ
ス
の
剣
沢
を
モ
デ
ル
地
域
と
し
て
、
人
工
氷
河
建
設
計
画
を
立
案
し
た

。

こ
の
地
域
で
は
、
樋
口
所
長
の
研
究
室
に
よ
っ
て雪
渓
、
気
象
の
観
測
と
研
究
が
多
年
に

わ
た
っ
て
行
わ
れ
て
お
り
、
数
値
計
算
の
基
礎
資
料
が
得
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る

。

剣
沢
は
ま
た
、
京
都
大学
ケ
喜
同
教
授
・
今
西
錦
司
氏
が
若
き
頃
に
初
め
て雪
渓
調
査
を

実
施
し
た
、
記
念
す
べ
き
場
所

、

で
も
あ
る
。

そ
こ
で
、
も
し
実
現
す
れ
ば
ヴ
ェ
ル
ム
氷
期
以

来
二
万
年
ぶ
り
に
日
本
に
再
現
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
今
回
の
氷
河
に
は
、
特
に
『
A寸
西
氷

河
』

と
命
名
さ
せ
て
戴
い
た。

企副』

日
本
の
氷
河
地
形
ど
剣
沢
雪
渓

.~ 
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人
工
氷
、
河
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

山
岳
部
高
山
地
帯
の
谷
に
あ
る
天
然
の
氷
河
は
、
降雪、

雪
崩

、

風
な
E

の
諸
条
件
に

よ

っ
て
大
量
に
溜
ま
っ
た
雪
が
、
圧
密
と
凍
結
に
よ
っ
て
氷
状
と
な
っ
て
い
き
、
あ
る
限

界
規
模
を
超
え
た
時
点
か
ら
変
形
し
、
あ
る
い
は
滑
り
な
がら
流
動
を
始
め
る
と
い
わ
れ

て
い
る
。

流
動
と
い
っ
て
も

、

全
体
が

一個
の
も
の
と
し
て
滑
っ
て
い
く
わ
け
で
は
な
い
。

人
工
氷
河
の
頭
項
部
に
あ
た
る
谷
よ
り
、
標
高
五
十
川
毎
の
谷
断
面
図
を
作
成
し
た。

断
面
図
の
数
は
二
十
四
で
あ
る
（
掲
載
図
は主
要
四
点
、
十

一1
十
二
頁
参
照
）。

③
酒
養
域
と
消
耗
域
の
境
界

天
然
の
氷
河
で
は
極
養
域
と
消
耗
域
の
境
界
は
自
然
に
決
定
さ
れ
る
。
し
か
し
人
工
氷

河
で
は
あ
ら
か
じ
め
境
界
を
仮
定
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
、
境
界
標
高
を
い
く
つ
か
変
え

て
試
算
し
た
結
果
、
極
養
域
と
消
耗
域
の
境
界
を
標
高
千
八
百
五
十
灯
地
点
に
設
定
し
た
。

④
氷
河
造
成
年
数

造
成
年
数
は
、
機
械
力
を
は
じ
め
と
し
た
人
工
的
な
手
法
を
投
入
す
る
ほ
ど
短
縮
す
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
今
回
は
、
で
き
る
限
り
自
然
に
近
い
状
態
で
氷
河
を
成
長

さ
せ
る
こ
と
を
前
提
と
し
、
完
成
ま
で
十
五
年i
二
十
年
を
要
す
る
こ
と
と
し
て
計
算
を

行
っ
た
。

⑤
冬
季
降
水
量

氷
河
の
極
養
時
期
で
あ
る
冬
季
（
十
月
末
i

四
月
末
）
に
、
現
状、

て
は
ど
れ
く
ら
い
の

降
水
（
降
雪
）
量
が
あ
る
か
は
、
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
剣
沢
地
区
積
雪
深
度
図
、

立
山
の
室
堂
及
、
び
富
山
県
の
詳
細
な
気
象
観
測
デ
l

タ
を
参
考
と
し
て
、
こ
の
時
期
の
総

降
水
量
を
三
千
ミ
し
川と
仮
定
し
た

。

こ
れ
は
豪
雪
で
有
名
な
新
潟
県
の
高
田
（
上
越
市
）

の
年
間
降
水
量
に
匹
敵
す
る
量
で
あ
り
、雪
深
に
し
て
六
灯
と
な
る
。

ま
た
、
ち
な
み
に

剣
沢
地
区
の

H厳
朱
、
期
の
気
温
は
マ
イ
ナ
ス平
詐
尻
（C
）
を
超
．λ、
ひ
と
月
の
内
、
十
五
日

以
土
が
降
雪
日
で
あ
る
。

⑥
雪
と
氷
の
密
度

雪
及
び
氷
に
関
す
る
各
種
デ
ー
タ
か
ら
、雪
の
密
度
は
平
均
値
0
・m
m＼量
、
氷
の
密
度

は
平
均
値
0
・g
m
＼の
え
と
仮
定
し
た。

ま
た
、
越
年
し
た
雪
は
す
べ
て
氷
化
す
る
も
の
と

し
た

。

⑦
谷
に
集
ま
る
雪
量

剣
沢
に
集
ま
る
雪
は
、
自
然
降
雪
、
風
に
よ
っ
て
運
ば
れ
る
雪
の
ほ
か
に
、

雪
崩
に
よ

る
も
の
が
あ
る
。
雪
崩
の
発
生
は
、
『

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
・

オ
プ
・

ス
ノ
ウ

』
な
ど
の
資
料
に

よ
れ
ば
、
傾
斜
度三
十
五
度
i

四
十
五
度
の
場
合
に
も
っ
と
も
頻
繁
と
な
る。
二
十
五
度

以
下
で
は
発
生
せ

、

ず
、
反
対
に
六
十
度
以
上
で
は雪
が
積
も
ら
な
い
の
で
雪
崩
は
存
在
し

な
い
。

以
上
の
こ
と
か
ら
剣
沢
両
側の
地
形
を
検
討
し
、
自
然
状
態
で
は
流
域
面
積
の
四

O
訂
が
谷
に
集
雪
さ
れ
る
と
仮
定
し
た。

③
流
動
を
開
始
す
る
臨
界
氷
厚

人
工
氷
河
は
毎
年
少
し
ず
つ
成
長
を
続
け
る
が

、

あ
る
時
点
か
ら
天
然
氷
河
と
同
様
に

流
動
を
開
始
す
る。

そ
の
時
点
ま
で
で
き
る
限
り
有
効
に
集雪
を
行
う
た
め
、
『
ザ
・
フ
イ

ジ
ッ
ク
ス

・

オ
ブ
・
グ
レ
イ
シ
ャ
！
ズ』
な
ど
を
参
考
’
と
し
て
、
次
の
式
か
ら
流
動
開
始

の
臨
界
氷
厚
（y
n円
）
を
算
定
し
た
。
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上
流
部
で
は
毎
年
の
降
雪
に
よ
っ
て
、
絶
え
ず
新
し
い
氷
が
生
ま
れ
て
い
く
。
ま
た
下
流

部
で
は
日
射
、
気
温
や
地
形
の
影
響
を
受
け
て
、
氷
は
か
な
り
の
速
度
で
融
け
て
い
く
。

つ
ま
り
氷
河
は
、
内
部
の
氷
を
少
し
ず
つ
入
れ
替
え
な
が
ら
、
供
給
と
消
費
の
バ
ラ
ン
ス

に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
氷
河
は
、
氷
を
供
給
す
る
部
分l
瓶
養
域
と
、
反
対
に
融
け
て
消
え
て
い
く
部

分
1

消
耗
域
と
に
大
別
し
て
、
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
氷
の
酒
養
量
が
消
耗
量
を
上
回

っ
て
い
れ
ば
、
氷
河
は
成
長
す
る
。
そ
の
逆
な
ら
ば
、
氷
河
は
後
退
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
人
工
氷
河
を
造
る
に
は
、
一
幽
養
域
に
設
定
し
た
地
域
に
い
か
に
大
量

の
雪
を
集
め
る
か
が
、
第
一
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
剣
沢
の
場
合
、
剣
御

ぜ
ん
べ
つ
ぎ
ん

前
と
別
山
と
に
は
さ
ま
れ
た
谷
頭
付
近
で
は
、
冬
季
の
積
雪
深
は
優
に
二
十
灯
を
超
え
る

こ
と
が
観
、
制
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
の
雪
は
夏
季
に
は
大
半
が
融
け
て
し
ま
う

の
で
あ
る
か
ら
、
現
状
で
は
不
十
分
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る

。

そ
れ
で
は
、
剣
沢
流
域
の
ど
れ
く
ら
い
の
地
域
に
、
ど
れ
く
ら
い
の
量
の
雪
が
溜
ま
れ

ば
、
氷
河
と
し
て
成
長
し
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
か
。
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
の
計
算
を
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
に
よ
っ
て
行
う
た
め
、
ま
ず
剣
沢
に
お
け
る
谷
地
形
、
造
成
す
べ
き
氷
河
の
ス

ケ
ー
ル
、
降
水
量
、
流
動
を
開
始
す
る
臨
界
氷
厚
な
ど
、
十
項
目
に
及
ぶ
仮
定
条
件
を
、

入
手
で
き
る
限
り
の
資
料
に
基
づ
い
て
設
定
し
た
。

人
工
氷
河
の
仮
定
条
件
と
数
値
計
算

剣
沢
の
地
形
や
気
象
条
件
な
ど
か
ら
わ
れ
わ
れ
が
想
定
し
た
人
工
氷
河
の
本
流
は
、
完

成
す
れ
ば
標
高
二
千
七
百
五
十
灯
の
谷
頭
か
ら
剣
沢
雪
渓
を
通
り
、
南
股
へ
と
至
る
も
の

で
、
全
長
は
六
J
M
で
あ
る
。
そ
の
先
の
二
股
に
標
高
千
六
百
六
十
灯
の
ダ
ム
湖
を
造
り
、

氷
河
先
端
は
自
然
に
そ
の
湖へ
と
落
ち
込
む
形
と
し
た
。ま
た
、
人
工
的
に
造
成
す
る
氷

河
は
剣
沢
を
本
流
と
し
、
別山
沢
と
真
砂
沢
を
支
流
域
と
す
る
形
に
設
定
し
た

。
支
流
域

の
氷
河
は、

本
流
の
途
中
で
合
流
す
る
。
合
流
地
点
か
ら
は
、
天
然
の
氷
河
と
同
様
に
、

氷
河
が
削
り
取
っ
て
運
ん
だ
石
（モ
レ
l

ン
）
が
鮮
や
か
な
帯
状
の
境
界
線
を
描
き出
す

で
あ
ろ
p
フ
。

以
上
の
よ
う
な
想
定
を
も
と
に
、
樋
口
敬
二
所
長
及
び
大
畑
哲
夫
助
手
の
ご
助
言
を
戴

き
、
計
算
に
と
り
か
か
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
が
仮
定
条
件
に
従
っ
て
行
っ
た
数
値
計
算
の
手

順
は
、
次
の
通
り
で
あ
る。

①
谷
の
断
面
形
状

人
工
氷
河
を
想
定
し
た
剣
沢
の
谷
形
状
を
求
め
る
た
め
、二
万
五
千
分
の

一
の
地
形
図

よ
り
、
標
高
十
灯
毎
の
谷
幅
と
谷
底
傾
斜
を
読
み
取
っ
た
。

谷
幅
の
計
算
は
、
更
に
細
か

く
標
高

一
灯
毎
に
比
例
配
分
し
て
行
っ
た。

②
計
算
谷
断
面
数

τ

（
英
断
力
）
、

g

（
重
力
に
よ
る
加
速
）α
（
谷
底の
傾
斜
H
%）

ρ

（
密
度
）
、

s
l

は
、
谷
の
形
状
か
ら
決
ま
る
形
状
係
数
。

こ

の
数
値
は
、
谷
の
形
（
放
物
線
、
楕

円
、
長
方
形
、
三
角
形
な
ど
）
と
、
氷
幅
、
氷
厚
に
よ
っ
て
変化
す
る
が

、

こ
こ
で
は
S

I

H
0

・
七
と
仮
定
し
た。

⑨
あ
る
断
面
に
お
け
る
氷
河
の
流
動
速
度
（

V
）t
流
動
量
（Q
）の
関
係

こ
れ
は
ま
ず
地
形
の
パ
ラ
メ
ー
タ
と
し
て
、
谷
底
の
傾
斜
α

（
%
）
を
仮
定
。
普
通
は
氷

河
表
面
の
傾
斜
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
計
算
上
、
谷
底
の
も
の
と
し
た
。

ま
た
形
状
係
数
は
、

印
－

噌
吋
｝F
l
ω
－
もm
ω
－D
Q

×

N

印
N
一
ペ
ベ

山
一山
一〈
〈

J
J「H
X
×

ペ
＼
N

司
（
水
底
面
で
の
努
断
力
）
、
Z

（
氷
厚
）
、Y
（
表
面
的
て
の
氷
河
幅
）
、

V

（
中
心
部
の
流
動
速
度
）
、
一

V

（
平
均
流
動
速
度
）

一Y

（
平
均
氷
河
幅
）

以
上
の
関
係
か
ら
、
流
動
速
度
（V
）t
流
動
量
（Q
）
と
の
関
係
は
、

C
H

J
H1・
〈
・

N

ω
N
J
ヘ・
ω
ω
〈
・

N

ー

ω
N
・

∞
一
山・
4
・

〈
・

N

と
な
る
。
そ
こ
で
S
2
H
0
・
六
七
、S
3

H
0

・
六
五
と
仮
定
し
、全
体
の
流
動
パ
ラ

ン
ス
を
検
討
し
た
。

⑬
夏
季
の
融
雪
量

人
工
氷
河
の
成
長
を
妨
げ
る
最
大
の
要
因
は
、
夏
季
の
融
雪
で
あ
る
。
す
で
に
記
述
し

た
よ
う
に
、
剣
沢
で
は
積
雪
深
が二
十
灯
を
超
え
る
地
点
も
あ
り
な
が
ら
、
現
状
で
は
夏

季
に
そ
の
大
半
が
融
け
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
そ
の
融
雪
の
過
程
に
つ
い
て
は
、
森
林
成

生
、
樋
口
敬
二
両
氏
に
よ
る
論
文「
剣沢
圏
谷
の
夏
季
の
気
候
と
融
雪
過
程」
が
あ
り

、

剣
沢
K
点
（
標
高
二
千
五
百
二
十
五
灯）
で
得
ら
れ
た
気
温
と
融
雪
量
の
関
係
か
ら
、
高

度
別
融
雪
量
を
仮
定
し
た。

な
お
、
夏
季
の
融
雪
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
は
、
断
熱
シ
l

ト
で
氷
河
表
面
を
覆

う
方
法
が
有
効
で
あ
る。

シ
ル
バ
ー
キ
ャ
ン
パ
ス
地
に
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
の
裏
打
ち
を
施
し

た
シ
l

ト
を
使
用
す
る
と
、
融
雪
量
を
半
分
近
く
抑
え
ら
れ
る
こ
t

も
判
明
し
た
。

し
か
し
、
今
回
の
人
工
氷
河
建
設
で
は
、
人
工
と
は
い
え
、
で
き
る
限
り
自
然
な
成
長

を
前
提
と
し
た
こ
と
と
、
シ
ー
ト
で
覆
う
と
観
光
シ
ー
ズ
ン
で
あ
る
夏
季
に
氷
河
が
見
え

な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
、
計
算
に
は
入
れ
な
い
も
の
と
し
た
。

ｷi 
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人工氷河配置図
③揚水式地下発電所

⑥重力式コンクリートダム

＠氷河湖（タム湖）

⑥竪坑

⑥観測所・揚水ポンプセンター

{5 ①散水導水トンネル

l 自動車道路

2 ハンギング ・アーク橋

3 遊歩道

4 ロープウェイ

5 p C 橋

6動植物園研究センター

7 氷河研究所・博物館

B 復元ドーム

③リフト（スキー場用）

⑬テニスコート

。ホテル

⑫駐車場

⑬ヘ リポート

⑬釣堀

⑬スケート場

人Dk河工事工程表

工事区介 （年） I 2 3 4 5 6 7 8 9 I 0 I I 12 13 14 I 5 I 6 17 18 19 20 

仮設道路建設基地 『ヲ1

トンネル工事

罰F丙蚕扇平

室堂一別山

内蔵助平－ jjlj 山

丙惹扇平＝南夜
育r~~一一

内蔵助平一真砂沢

真砂沢～北股

書lji~ ロ

竪坑

別山（上

前E庁
苓石市ー

散水サ ピストンネjレ

斜坑

夜±.it"

4葺

真砂沢

疋百玄一

その他

ダム工事

藷京衰苦言

給水

霞亮肩薮蒐蓬夜

鍛道E面ム畢

建築工事

扇元爾j始

r守
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一般都ト ンネJレ標準断面図

議 100人乗り 2階パス（トロリー。電気、
電池兼用パス）

（
注
・
現
状
の
内
蔵
助
平
は
岩
石
地
帯
で
あ
る
が
、
ト
ン
、
汗
ル
掘
削
土
に
よ
り
埋
立
造
成

す
る
。
ま
た
中
央
に
河
川
を
通
し
、
盆
地
内
の
湧
水
を
処
理
す
る
）

②
内
蔵
助
平
か
ら
氷
河
展
望
台
へ

内
蔵
助
平
か
ら
は
道
は
左
右
に
分
か
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
左
の
ル

l

ト
を
採
り
、
ま
ず
氷

河
展
望
台
方
面
へ
と
向
か
お
う
。
パ
ス
は
ま
も
な
く
ト
ン、汗
ル
に
入
り
、
ル
ー
プ
式
道
路

を
ひ
と
回
り
し
て

一気
に
高
度
を
か
せ
「
。
や
が
て
目
の
前
が
パ
ッ
と
開
け
る
と
、
そ
こ

が
グ
レ
イ
シ
ャ
l

・
、
ブ
リ
ッ
ジ
。
人
工
氷
河
に
架
か
る
六
百
六
十
灯
の
観
覧
橋
で
、
斜
面

に
直
接
定
着
さ
せ
た
ケ
ー
ブ
ル
に
よ
っ
て
吊
る
ハ
ン
、
ギ
ン
グ
・
ア

l

ク
形
式
の
で
あ
る
。
こ

れ
は
急
峻
な
地
形
に
適
し
た
独
特
の
橋
で
、
米
国
の
マ
イ
ロ
ン
・
ゴ
ー
ル
ド
ス
ミ
ス
に
よ

っ
て
紹
介
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

左
に
氷
河
本
流
と
真
砂
沢
と
の
合
流
点
、
右
に
遠
く
氷
河
湖
の
輝
き
を
見
な
が
ら
橋
を

渡
る
と
、
ト
ン
、
外
ル
に
入
っ
て
す
ぐ
、
展
望
台
へ
の
ロ
l

プ
ウ
ェ
イ
乗
り
場
へ
と
着
く
。

パ
ス
か
ら
降
り
て
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
四
百
六
十
灯
昇
り
、
そ
こ
か
ら
標
高
二
千
九
百
九

十
八
灯
の
剣
岳
を
ほ
ぼ
正
面
に
見
な
が
ら
ロ
l

プ
ウ
ェ
イ
（
全
長
九
百
十
日
）
に
乗
る
と
、

や
が
て
源
次
郎
尾
根
の
氷
河
展
望
台
に
到
着
す
る
。

こ
こ
は
標
高
二
千
六
百
五
十
川
。
人
工
氷
河
が
大
き
く
右
へ
曲
が
る
剣
沢
雪
渓
地
点
を

眼
下
に
し
て
、
更
に
別
山
沢
や
真
砂
沢
と
の
合
流
点
ま
で
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
絶
景
の

地
で
あ
る
。

③
氷
河
展
望
台
か
ら
氷
河
湖
へ

展
望
台
を
出
る
と
、
再
び
ロl
プ
ウ
ェ
イ
と
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
？
と
を
乗
り
継
い
で
、
ト
ン

ネ
ル
道
路
へ
と
戻
る
。
パ
ス
は
八
峰
下
の
ル
ー
プ
を
回
り
な
が
ら
高
度
を
下
げ
、
ま
も
な

く

三
ノ
窓
雪
渓
と
小
窓
雪
渓
と
の
出
合
に
架
か
る三
径
関
連
続
桁
P
C

橋
を
渡
る
と
、
そ

こ
は
も
う
氷
河
最
先
端
に
あ
た
る
氷
河
湖
で
あ
る
。

氷
河
湖
は
、
R
C
D

工
法
に
よ
る
重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
（
仮
称
・
剣
沢
ダ
ム
）

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
た
貯
水
池
で
、
流
域
面
積
は
十
七
平
方
J
灯
、
総
貯
水
量
三
千
万
立

方
灯
で
あ
る
。
ま
た
ダ
ム
は
、
堤
高
百三
十
灯
、
堤
項
長
二
百
六
十
口
で
あ
り
、
そ
の
横

に
は
氷
河
造
成
の
た
め
の
送
水
、
及
、
び
氷
河
自
然
公
園
内
の
研
究
及
び
レ
ジ
ャ
ー
施
設
に

必
要
な
電
力
を
供
給
す
る
た
め
の
、
地
下
発
電
所
が
建
設
さ
れ
て
い
る
。

④
氷
河
湖
か
ら
研
究
ゾ
1

ン
へ

氷
河
湖
周
辺
に
は
、
観
光
セ
ン
タ
ー
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
遊
歩
道
な
ど
が
設

置
さ
れ
て
い
る
が
、
東
岸
の
、
氷
河
が
湖
へ
落
ち
込
む
付
近
か
ら
は
氷
河
研
究
一
l

ン
と

な
る
。
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氷
河
白
然
公
園
の
建
設

人
工
氷
河
の
建
設
計
画
と
並
行
し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
！
ム
は
、
氷
河
自
然
公
園
の

建
設
を
企
画
し
た
。

人
工
氷
河
は
、
将
来
的
に
は
水
資
源
と
し
て
生
活
用
水
、
農
・
工
業
用
水
、
渇
水
期
の

ダ
ム
へ
の
給
水
な
ど
、
多
彩
な
利
用
法
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
ヴ
ュ
ル
ム
氷
期
以
来
、

実
に
二
万
年
ぶ
り
に
わ
が
国
に
再
現
さ
れ
る
氷
河
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
わ
れ
わ
れ
に
夢
を

与
え
て
く
れ
る
に
違
い
な
い。

誰
も
が
、
そ
の
氷
河
を
見
た
い
と
願
う
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
人
工
氷
河
を
中
心t
し
て
、
堂
術
研
究
及
び
観
光
レ
ジ
ャ
ー
・
〆
l

ン
を
周

辺
地
域
に
計
画
し
た
。
そ
れ
が
氷
河
自
然
公
園
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
完
成
を
前
提
と
し
て
、
剣
沢
の
氷
河
自
然
公
園
を
架
空
案
内
し
よ
う
。

む
ろ
ど
う
〈
ら
の
す
け

M
H
E勺

①
室
堂
か
ら
内
蔵
助
平
へ

氷
河
自
然
公
園
へ
と
入
る
ルl
ト
は
、
立
山
の
室
堂
か
ら
t

、
黒
部
、
ダ
ム
か
ら
の二
本

が
あ
る
。

メ
イ
ン
・
ル
l

ト
は
、
す
で
に
観
光
地
と
し
て
聞
け
て
い
る
室
堂
か
ら
の
も
の

で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
も
こ
こ
か
ら
入
る
こ
と
に
し
よ
う
。

室
堂
か
ら
別
山
ま
で
は
、
百
人
乗
り
の
二
階
パ
ス
（
ト
ロ
リ
l

。
電
気
、
電
池
兼
用
）

で
ト
ン
、
不
ル
を
抜
け
て
い
く。

ト
ン
、
外
ル
は
半
径三
・
五
μ
で
あ
る
。
ト
ン
、
汗
ル
の
終
着

点
で
あ
る
別
山
に
は
、
天
文
台
と
高
地
測
候
所
が
置
か
れ
、
ま
た
人
工
氷
河
へ
の
散
水
を

行
う
た
め
の
ポ
ン
プ
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
。

観
光
客
は
こ
こ
で
一
度
パ
ス
を
降
り
、
低
速
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
乗
っ
て
別
山
竪
坑
を
ま

ず
四
百
七
卜
五
μ
、
つ
い
て
更
に
五
百
灯
地
下
へ
と
降
り
る。

そ
こ
か
ら
再
び
二
階
パ
ス

に
乗
っ
て
専
用
卜
ン
、
不
ル
を
走
る
。
こ
の
卜
ン
、
不
ル
に
は
両
側
に
円
径
三
百
ミ
リ
灯
の
給
水

管
十
本
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
ま
も
な
く
風
景
が
一
気
に
聞
け
る
と
、
そ
こ
が
内
蔵
助
平

で
あ
る
。

日
本
に
お
け
る
氷
河
研
究
の
中
心
と
な
る
で
あ
ろ
う
氷
河
研
究
セ
ン
タ
ー
、
寒
冷
動
植

物
の
生
態
研
究
セ
ン
タ
ー
、
更
仁
は
氷
河
期
の
動
植
物
や
地
形
な
ど
を
復
元
し
た
地
下
式

の
博
物
館
が
、
こ
こ
に
あ
る
。

氷
河
研
究
ゾl
ン
の
南
端
の
ハ
シ
ゴ
谷
乗
越
に
は
、エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
あ
り
、
こ
れ
に

よ
っ
て
氷
河
表
面t
同
レ
ベ
ル
ま
で
昇
り
、
短
い
ト
ン
、
不
ル
を
抜
け
る

t

、
岩
壁
を
掘
削

内
蔵
助
平
は
標
高
千
七
百
五
十
灯
前
後
の
平
坦
地
、
て
、
氷
河
自
然
公
園
の
レ
ジ
ャ
ー
基

地
で
あ
る
。
ホ
テ
ル
な
ど
の
宿
泊
施
設
の
ほ
か
、
雪
国
の
民
俗
を
復
元
し
た
民
俗
村
、
高

地
農
園
、
高
山
植
物
園
、
ス
キl
ゲ
レ
ン
デ
、
ス
ケ
ー
ト
場
、
釣
堀
が
あ
り
、
中
央
部
に

は
ヘ
リ
ポ
ー
ト
が
建
設
さ
れ
て
い
る
。

ライテインダスヘース

ダクト スペース

『
二O
O
一
年氷
河
の
旅
』
を
酒
落
て
み
た
わ
け
で
あ
る
。

一
方
、
人
工
氷
河
完
成
ま
で
の
全
工
期
は三
十
年
で
あ
り
、
こ
れ
に
要
す
る
建
設
費
は

次
の
よ
う
に
見
積
っ
た
（
昭
和
五
十
八
年
八
月
現
在
）
。

⑨
設
備
関
係
工
事
費
（
送
水
管
、ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
、
ス
キ
l

用
リ
フ
ト
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

な
ど
）

氷河期復元ドーム（半地下式遊歩道）

観光客は、ここから氷河へ直後

降り立ち、触れることができる。

地中博物館等標準断面図

氷河や氷河期をテーマとした博物館や
研究施設 13,(.,. 

七
十
九
億
円

⑨
そ
の
他
工
事
費
（
ト
ン
、
み
ル
、
ダ
ム
、
橋
梁
、
切
土
工
事
な
ど
）

八
百
六
十
一
億円

⑨
施
設
建
築
工
事
費
（
ホ
テ
ル
な
ど
営
利
目
的
建
築
物
は
除
く
）

六
十
億
円

⑨
総
計一

千
億
円

作
業
を
終
え
て

人
工
氷
河
建
設
の
工
程
ど
見
積
り

氷
河
ー
ー

そ
の
言
葉
の
響
き
に
は
、
未
知
の
も
の
へ
の
計
り
知
れ
な
い
ロ
マ
ン
を
感
じ

た
。

都
市
文
明
の
さ
な
か
に
あ
る
わ
れ
わ
れ
に
は
、
氷
河
は
数
百
万
年
の
歴
史
を
秘
め
た
、

宇
宙
の
星
に
も
似
た
偉
大
な
存
在
で
あ
っ
た
。

そ
の
氷
河
が
、
人
工
氷
河
建
設
構
想
と
な
っ
て
、
突
然
、
自
分
た
ち
の
目
の
前
に
現
れ

た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
は
当
初
、
正
直
い
っ
て
戸
惑
っ
た
。
な
に
し
ろ
、
ま
る
で
前
例
が

な
い
の
で
あ
る
。

地
形
か
ら
気
候
に
至
る
ま
で
、
全
て
に
わ
た
っ
て
参
考
資
料
を
も
と
に

し
て
仮
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。

仮
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
初
め
て
作
業
が

一
歩
進

む
。
そ
の
繰
り
返
し
て
あ
っ
た。

こ
の
困
難
な
作
業
を
支
え
て
く
れ
た
も
の
が二
つ
あ
る
。
そ
の
第

一
は
、
名
古
屋
大
学

水
圏
科
学
研
究
所
の
樋
口
敬
二
所
長
、
大
畑
哲
夫
助
手
と
い
う
最
高
の
先
達
の
存
在
で
あ

る
。

そ
し
て
第
二
は
、
自
分
た
ち
の
作
業
が
、
お
そ
ら
く
世
界
で
も
初
め
て
の
試
み
で
あ

る
、
t

い
う
喜
び
で
あ
る
。

今
回
の
作
業
が
、
人
工
氷
河
実
現
へ
向
け
て
の
貴
重
な
一
歩
と
な
っ
て
く
れ
れ
ば
幸
い

で
あ
る
。

し
て
造
ら
れ
た
半
地
下
式
の
巨
大
な
ドl
ム
へ
と
出
る
。
そ
こ
が
氷
河
広
場
で
あ
る
。
ド

ー
ム
は
氷
河
に
向
か
っ
て
大
き
く
聞
か
れ
て
お
り
、
観
光
客
は
す
「
眼
前
に
広
が
る
氷
河

の
上
を
、
歩
く
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
氷
河
を
背
景
と
し
て
、
ド
ー
ム
内

。

て
コ
ン
サ
ー
ト
や
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
レ
る
。

ハ
シ
ゴ
谷
乗
越
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
、
ま
た
内
蔵
助
平
へ
の
道
路
と
も
接
続
し
て
い
る
。

そ
こ
か
ら
パ
ス
に
乗
れ
ば
、
す
寸
に
内
蔵
助
平
で
あ
り
、
ち
ょ
う
ど
氷
河
自
然
公
園
を

一

周
し
て
、
氷
河
の
旅
は
終
わ
る
。

人
工
氷
河
及
び
各
種
施
設
の
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
剣
沢
へ
と
入
る
た
め
の
仮
設

道
路
の
造
成
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
ル
l

卜
は
、
す
で
に
観
光
ルl
ト
と

し
て
紹
介
し
た
も
の
と
同
じ
で
あ
り
、
大
半
が
卜
ン
、
不
ル
掘
削
工
事
で
あ
る
。
つ
い
で
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
を
通
す
た
め
の
立
坑
の
掘
削
や
、
ダ
ム
建
設
工
事
を
行
う
た
め
、
本
体
で
あ
る

人
工
氷
河
建
設
に
着
手
す
る
の
は
、
仮
設
工
事
開
始
か
ら
十
年
後
と
見
て
い
る
。

人
工
氷
河
は
、
そ
れ
か
ら
約
二
十
年
を
要
し
て
完
成
と
な
る
。
し
か
し
、
氷
河
は
毎
年

成
長
し
て
い
く
の
で
、
完
成
を
待
た
ず
に
観
光
客
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
十
分
可
践
で
あ

る
。
そ
こ
で
わ
れ
わ
れ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チi
ム
は
、
氷
河
観
光
開
始
の
時
期
を
、
仮
設
工

事
着
工
か
ら
十
八
年
後
に
設
定
し
た
。
仮
に
本
年
度
か
ら
工
事
に
着
手
す
れ
ば
、
西
暦
二

0
0

一年
で
あ
る
。
こ
の
人
工
氷
河
が
、
二
十
一
世
紀
へ
の
夢
の
あ
る
贈
り
物
と
な
る
こ

と
を
願
う
と
共
に
、
ス
タ
ン
リl

・
キ
ュ
ー
ブ
リ
ッ
ク
監
督
の
未
来
映
画
に
な
ら
っ
て
、

な
お
最
後
と
な
っ
た
が
、
剣
沢
は
現
在
、
中
部
山
岳
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
北
ア
ル
プ
ス
有
数
の
登
山
基
地
で
も
あ
り
、
登
山
者
用
の
宿
泊
施
設
も
存
在
す
る
。

も
し
将
来
、
人
工
氷
河
建
設
が
実
現
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
際
に
は
、
近
辺
の
生
態
系
や
気

象
を
含
め
た
環
境
へ
の
影
響
と
、
既
存
施
設
ハ
の
十
分
な
配
慮
を
ま
ず
第
一
に
考
え
る
べ

き
で
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

今
回
の
年
末
仁
あ
た
り
、
文
部
省
登
山
研
修
所
、
立
山
黒
部
貫
光
株
式
会
社
、
太
陽
工

業
株
式
会
社
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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